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地すべりにみられる速度強化的性質
The mechanism of strain rate strengthening during landslide
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土石流と異なり，１日に数 cm程度と比較的ゆっくり，そして繰り返し活動する地すべりが多数存在する．特に社会生
活に支障を与える地すべりに対しては動態観測と対策工事が行われている．この地すべり地帯の現位置観測データには，
地すべりのメカニズム解明に役立つ有益な情報が残されているに違いない．本研究は，地すべり時の現位置観測データ
からすべり挙動の詳細を明らかにした．
研究対象とする地すべり地域は広島県に位置する．基盤となる泥岩とそれを被覆する崖錐堆積物の境界の泥岩側にす

べり面は産し，その厚さは数 cm程度と局所化している．動態観測は，地下水位計，パイプ歪計，地盤伸縮計が行われた．
パイプ歪計から 1時間当たりの変位量を求め，歪速度を算出した．この地すべりは，降雨により地下水位が上昇しピー
クを過ぎてから変位を開始し，地下水位が元のレベルにまで低下しても暫くは変位を続けるという特徴がある．このこ
とから，地下水位が地すべりのトリガーとなるが，それが変位を完全に支配していないことを示す．すべり中の歪速度
は，加速中は速度の上昇とともに加速度が低下し，減速中は速度の低下とともに加速度が低下する傾向がみられる．こ
れらは，歪速度の上昇に伴う剪断強度の増加 (速度強化)で説明ができる．
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